
通行人や隣家に危害を加えた場合の賠償責任（民法717条）

民法717条では、「土地の工作物の設置又は保存に瑕疵があることによって他人に
損害を生じたときは、その工作物の占有者は、被害者に対してその損害を賠償す
る責任を負う。」と規定されております。
つまり、倒壊の恐れがある建築物等を放置して、通行人に怪我をさせたら賠償責
任を負う可能性があることを示しており、現に下記のような賠償額の試算結果が
あります。

危険な空き家等を放置して、第三者に危害を加え
た場合、所有者に対して下記のような賠償責任等
が発生する可能性があります

出典：公益財団法人日本住宅総合センター

5,630万円

2億860万円



土地所有者の賠償責任（民法717条及び719条）

民法717条では、「土地の工作物の設置又は保存に瑕疵がある
ことによって他人に損害を生じたときは、その工作物の占有
者は、被害者に対してその損害を賠償する責任を負う。」と
されており、また、民法719条では「数人が共同の不法行為に
よって他人に損害を加えたときは、各自が連帯してその損害
を賠償する責任を負う。共同行為者のうちいずれの者がその
損害を加えたかを知ることができないときも、同様とす
る。」と規定されています。

つまり、建物が借地上に建っている場合、土地所有者は「建
物の使用に影響しない」として無関心になりがちですが、建
物が第三者に被害を与える可能性があるときは、土地所有者
としての介入・注意喚起義務が発生する可能性があります。

土地所有者としてもこれらの法的リスクを認識していただき、
建物所有者(管理者)に対し、適切な管理等を促すようお願い
いたします。

建物所有者だけでなく、土地所有者にも責任が及
ぶ可能性があります。


	スライド 1
	スライド 2

